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ここで、 0 rqps とすると 
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0sincos   にはならないので、 0)( 2  sp であるから rqps  ,  

ところが、 022  rprqps より、 0 srqp となり、 0sincos   となるので、不適。 

したがって、 0 rqps であり、 X は逆行列を持つ。(証明終) 
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rqpssp  2)( のとき 

)()( 33 REspX  となり、少なくとも 0sin  である必要があるが、  n より不適。 
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)()(  XRXR   

 n のとき ER n)1()(  であるから )()(  XRXR   

以上により、いずれにしても、 )()(  XRXR  が示された。(証明終) 
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整理すると、結局 
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 n であるから 0sin  であり、任意の について成立するには 0,  bca  (証明終) 
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X が逆行列を持つとき、 0ac であるから、 0a かつ 0c でなければならない。 
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(iv) 
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このうち、  sin,cos の組が相違なるものは 
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 n のとき ER n)1()(  であるから 

   EErqpsspXrqpsspX n)1())(()()( 23   

    ErqpsspXrqpssp n)1())(()()( 2   

 

rqpssp  2)( とすると 

nが奇数のとき 01)( 3  sp  1 sp  

例えば、 0,1  sp とすると、 1qr であり、
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確かに EX 3 を満たし、 qは任意であるから、このような行列は無限に存在する。 

 

nが偶数のとき 01)( 3  sp  1 sp  

例えば、 0,1  sp とすると、 1qr であり、
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確かに EX 3 を満たし、 qは任意であるから、このような行列は無限に存在する。 

 

以上により、  n であれば X は 3個存在し、  n であれば X は無限に存在する。(証明終) 
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